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約
１
％―

こ
れ
は
、
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す

か
。
足
立
区
の
総
面
積
の
内
、
農
地
が
占
め
る
割

合
で
す
。
半
世
紀
前
に
は
見
渡
す
限
り
田
や
畑
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
今
で
は
農
地
を
探
す
の
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
足
立
区
で
は
「
あ
だ
ち
都
市
農
業
振
興

プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
」
・
「
緑
の
基
本
計
画
改
定

審
議
会
」
が
進
行
中
で
す
。
農
業
委
員
と
し
て
参

加
す
る
な
か
で
、
将
来
の
足
立
区
の
姿
が
少
し
ず

つ
見
え
て
く
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
を
机
上
の
計

画
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
受
付
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
者
の
方
々
で
、
制
度
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い
、
申
請
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
地
域
担
当
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

振
興
係
の
職
員
ま
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
農
業
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
、
将
来
を
見

据
え
た
決
断
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
、
農
業
を

取
り
巻
く
問
題
は
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
困
難

を
乗
り
越
え
て
こ
そ
明
る
い
将
来
が
来
る
と
信
じ

て
、
営
農
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

足
立
の
農
業
の
発
展
に
今
後
ま
す
ま
す
尽
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長　

荒
堀　

安
行

　特定生産緑地制度は、指定告示から３０年を迎える生産緑地について、買取

申出ができる始期を１０年延長する仕組みです。足立区では、平成３１年４月

１日から、平成４年に指定告示された生産緑地を対象に、特定生産緑地の指定

に向けた申請手続きを開始しました。対象となる生産緑地をお持ちで、引き続

き農業経営を継続される方は、農業振興係窓口（区役所南館４階）にて手続き

をお願いいたします。

平成４年指定全１３１地区のうち、５１地区申請済　　３８.９％

平成４年指定全１００世帯のうち、３７世帯申請済　　３７.０％

① 申請書類の提出、審査･･･農業振興係窓口でご提出ください

② 申請地の現地調査･･･営農及び肥培管理等の状況を確認させていただきます

③ 農業委員会定例会議にて審議･･･農地として問題がないか等審議します

④ 都市計画審議会にて意見聴取･･･指定について問題がないか等審議します

⑤ 特定生産緑地の指定、告示･･･指定された旨を農業者へ通知します

　特定生産緑地の指定告示から３０年を経過してしまうと、特定生産緑地の指

定を受けることができません。また、農業者ご本人が必ず、窓口にて申請して

いただく必要があります。

　そのため、平成４年に指定告示された生産緑地をお持ちの方で、引き続き農

業経営を継続される方は、２０２２年（令和４年）６月末までに、必ず窓口に

て申請書類の提出・審査を完了していただくよう、お願いいたします。

　特定生産緑地の指定を受けない場合、指定告示から３０年経過後は、固定資

産税等が段階的に上がり、５年目に宅地並み課税となります。

　また、相続発生時に相続税納税猶予制度の適用が受けられなくなります。（現

在適用を受けている猶予については、農業経営の継続を条件に継続されます。）

特定生産緑地の指定手続きを開始しました！

【申請率(％)】

令
和
元
年
度
の
活
動
に
あ
た
り

◎申請手続き状況（令和元年7月31日時点）

◎申請受付・指定までの流れ

◎特定生産緑地のご申請はお早めに！

◎特定生産緑地の指定を受けないデメリットとは？
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農
業
委
員
会
で
は
、
区
内
小
学
校
の
児
童
と
と

も
に
、
か
つ
て
区
内
で
生
産
さ
れ
て
い
た
江
戸
東

京
野
菜
「
千
住
ネ
ギ
」
の
栽
培
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
４
小
学
校

（
千
寿
双
葉
小
・
栗
原
北
小
・
西
伊
興
小
・
平
野

小
学
校
）
に
保
木
間
小
学
校
が
加
わ
り
、
計
５
校

で
栽
培
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、
各
学
校

で
「
種
の
伝
達
式
」
と
種
ま
き
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
相
次
ぐ
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、

天
候
や
病
害
虫
に
対
処
し
な
が
ら
農
作
物
を
栽
培

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
が
、
児
童
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
懸
命
な
世
話
が
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
無
事
に
ネ
ギ
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
か
ら
次
の
学
年
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
を
引
き
継
ぐ
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
種
を
採
取
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
種
の
伝
達
式
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
１
年
間
栽
培
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
験
し
た
学
年
か
ら

下
級
生
へ
向
け
て
思
い
の
こ
も
っ
た
こ
と
ば
が
、

収
穫
し
た
種
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
「
江
戸
東
京
伝
統
野
菜
研
究

会
」
の
大
竹
道
茂
代
表
よ
り
足
立
の
農
業
の
歴
史

と
千
住
ネ
ギ
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
種
ま
き
で
は
、
立
ち
会
っ
た
農
業
委

員
の
指
導
の
も
と
、
用
意
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に

児
童
が
丁
寧
に
種
を
ま

き
ま
し
た
。

　

一
般
に
市
販
さ
れ
て

い
る
ネ
ギ
は
「
Ｆ
１
種
」

と
い
う
一
代
限
り
の
も

の
で
す
が
、
本
事
業
で

栽
培
さ
れ
る
ネ
ギ
は
何

世
代
に
も
渡
り
種
を
取

り
、
栽
培
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
固
定
種
」
と
呼

　

平
成
21
年
の
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
農
地
を
適
正
に
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
農
地
法
第
２
条
の
２
）

　

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
が
実
施
す
る
『
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
』
が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
適
正
に

農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
農
地
法
第
30

条
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
か
ら
土
地
所
有
者
に

対
し
、
必
要
な
指
導
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

生
産
緑
地
に
お
い
て
は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
前

ペ
ー
ジ
に
記
載
の
「
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
手
続

き
」
に
つ
い
て
、
特
定
生
産
緑
地
へ
の
指
定
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
税
猶
予
適
用
農
地

に
つ
い
て
は
税
務
署
に
通
知
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
期
限
の
確
定
（
納
税
猶
予
の
打
ち
切
り
）
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

足
立
区
農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
９
月
17

日
か
ら
10
月
18
日
ま
で
を
『
農
地
管
理
推
進
期

間
』
と
設
定
し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
期
間
中
は
、
農
地
が
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
か
等
、
管
轄
の
農
業
委
員
が
実

際
に
農
地
等
に
出
向
き
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
農
業
者
の
皆
様
に
は
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　農業委員会は、農地関連法に基づく法令業務や農業

振興に関する様々な活動を行っています。平成30年度

に審議・処理等を行った主な業務は、次のとおりです。

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

農業委員会審議・処理件数を報告します

江
戸
東
京
野
菜
「
千
住
ネ
ギ
」

　
　
　
　
　
　
　
命
を
つ
な
ぐ
栽
培
授
業

△「種の伝達式」の様子

△農業委員による指導

適格者証明書発行

審議・処理内容 件数 面積（㎡）

特例農地等における
３年毎の農業経営継続
証明書発行

農業の主たる
従事者についての
証明書発行

３条の３届出
（相続による農地取得）
受理

４条届出
（自己転用）受理

５条届出
（所有権等移転）受理 109

97

1

7

16

1

32,824.71

54,721.30

634.00

10,180.16

39,130.42

2,244.00
相 続 税 等

納 税 猶 予 関 係

生 産 緑 地 関 係

相 続 関 係

農 地 転 用 関 係
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い
ま
す
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
４
小
学
校

（
千
寿
双
葉
小
・
栗
原
北
小
・
西
伊
興
小
・
平
野

小
学
校
）
に
保
木
間
小
学
校
が
加
わ
り
、
計
５
校

で
栽
培
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、
各
学
校

で
「
種
の
伝
達
式
」
と
種
ま
き
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
相
次
ぐ
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、

天
候
や
病
害
虫
に
対
処
し
な
が
ら
農
作
物
を
栽
培

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま

り
、
栽
培
す
る
こ
と
が

ば
れ
る
も
の
で
す
。
種
を
引
き
継
い
だ
学
年
が
種

ま
き
、
定
植
、
土
寄
せ
そ
し
て
収
穫
を
行
い
、
ネ

ギ
坊
主
か
ら
採
取
し
た
種
を
ま
た
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
で
、
生
命
を
繋
い
で
い
く

「
命
の
リ
レ
ー
」
の
大
切
さ
や
、
足
立
の
農
業
の

歴
史
、
食
の
大
切
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

こ
の
栽
培
授
業
は
、
当
初
３
校
（
千
寿
双
葉

小
・
栗
原
北
小
・
平
野
小
学
校
）
で
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で

２
校
か
ら
「
栽
培
授
業
を
実
施
し
た
い
」
と
の
声

が
あ
が
り
、
５
校
と
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
授
業
の
意
義
が
児
童
や

学
校
に
年
々
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
栽
培
す
る
喜
び
を
実
感
し
、

命
の
バ
ト
ン
を
次
の
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
ネ

ギ
の
生
育
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
立
区
認
定
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー

　

３
月
５
日
（
火
）
、
区
及
び
農
業
委
員
会
等
主
催

に
よ
る
「
足
立
区
認
定
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
立
川
市
及
び
清
瀬
市

へ
の
視
察
形
式
と
し
、
認
定
農
業
者
な
ど
19
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
全
行
程
バ
ス
で
移
動
し
、
最
初
の

視
察
地
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
「
み
の
ー
れ

立
川
」
の
直
売
所
に
お
い
て
、
立
川
市
周
辺
の
農

業
の
概
要
や
直
売
所
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
当
直
売
所
は
平
成
25
年
に
開
設

し
、
Ｊ
Ａ
み
ど
り
管
内
の
農
産
物
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
現
在
184
名
の
農
業
者
が
出
荷
者
登
録
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
直
売
所
内
は
、
立
川
名
産
の
ウ

ド
を
始
め
と
し
て
旬
の
野
菜
が
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
て
お
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
野
菜
だ
け
で
な
く
、
卵
や
肉
、
都

外
か
ら
取
り
寄
せ
た
商
品
な
ど
も
販
売
し
て
お
り
、

商
品
を
切
ら
さ
な
い
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
。
店
内

視
察
後
、
視
察
参
加
者
は
、
店
長
か
ら
直
売
所
の

運
営
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
興
味
深
く
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
清
瀬
市
の
「
ヤ
マ
ヨ
シ
農
園
」
園
主
の

小
寺
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
小
寺
さ
ん
は
、
持
続

可
能
な
農
業
を
孫
の
世
代
ま
で
続
け
る
こ
と
を
目

標
に
、
平
成
29
年
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
ヤ
マ
ヨ
シ
農
園
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証

を
受
け
る
た
め
、
施
設

の
整
理
整
頓
だ
け
で
な

く
、
従
業
員
を
含
め
て

農
園
で
働
く
人
の
考
え

方
も
整
理
す
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
実
際
に
作

業
所
や
圃
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
組
の

成
果
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

作
業
所
で
は
、
従
業
員
へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
に

基
本
的
な
注
意
事
項
を
書
い
た
紙
が
掲
示
板
に
10

枚
以
上
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
「
ど
の
野
菜
が
あ
る

か
」
「
い
つ
収
穫
し
た
か
」
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
保
冷
庫
の
扉
に
内
部
の
図
面
が
貼
ら
れ
て
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

圃
場
で
は
、
農
薬
保
管
庫
で
の
工
夫
を
伺
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
農
薬
保
管
庫
を
施
錠
す
る
だ
け

で
な
く
、
農
薬
が
こ
ぼ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
他

に
漏
れ
な
い
よ
う
に
深
め
の
パ
ッ
ト
を
用
意
す
る

な
ど
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
受
け
る
う
え
で
必
要
な

考
え
方
も
伺
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
視
察
地
に
お
い
て
も
説
明
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
か
ら
の
熱
意
を
感
じ
、
参
加
者
に
と

っ
て
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

Good Agricultural Practiceの略。農産

物を生産する工程において、適切な作

業や管理ができているかを点検・評

価、改善しながら、農産物（食品）の

安全性が確保できているかを認証する

制度です。

ＧＡＰとは？
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今
年
の
梅
雨
は
西
日
本
で
は
豪
雨
が
続
き
、
東

日
本
で
は
梅
雨
寒
が
続
き
、
日
照
不
足
で
各
地
の

農
作
物
に
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
漸
く
、
梅
雨
明

け
間
近
、
７
月
23
日
（
火
）
に
青
井
の
青
木
誠
一
さ

ん
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
宅
は
、
誠
一
さ
ん
、
奥
様
の
恵
さ
ん
、

弟
の
隆
さ
ん
、
お
母
様
の
ま
つ
江
さ
ん
を
中
心
に
、

妹
さ
ん
、
お
父
様
の
榮
さ
ん
を
含
め
た
６
名
で
農

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
足
立
区
の
圃
場
で
は
農

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
週
３
回
、
埼
玉
県
の

圃
場
で
は
パ
ー
ト
さ
ん
が
通
年
で
３
名
、
繁
忙
期

に
は
４
名
を
雇
用
し
、
農
地
を
有
効
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

圃
場
は
足
立
区
に
加
え
、
越
谷
市
と
さ
い
た
ま

市
で
計
約
131
ａ
を
所
有
し
、
そ
の
内
約
110
ａ
が
施

設
で
、
主
に
レ
タ
ス
を
中
心
と
し
た
葉
物
野
菜
を

綿
密
な
栽
培
計
画
に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ
、
大
田

市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
３
～
４
年

前
か
ら
ご
自
宅
前
の
直
売
所
を
始
め
ら
れ
、
夏
野

菜
を
中
心
に
エ
ダ
マ
メ
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
等
の
季
節
に
応
じ
た
作
物
を
生

産
さ
れ
、
収
益
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
の
農
産
物
直

売
所
「
あ
だ
ち
菜
の
郷
」
へ
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
直
売
所
で
も
あ
だ
ち
菜
の
郷
で
も
、
中
玉
ト

マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
人
気
で
よ
く
売
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

誠
一
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
茨
城
県
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
に
就
職
さ
れ
、
普
及
指
導
員
と
し

て
５
年
間
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
自
身
の

希
望
で
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
つ
前
に
農
業
経
営

を
構
築
し
た
い
と
考
え
、
平
成
９
年
に
27
歳
で
就

農
さ
れ
ま
し
た
。
お
父
様
の
下
で
働
い
た
の
は
短

期
間
で
、
要
所
で
助
言
を
も
ら
う
程
度
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
で
実
践
・
実
行
で
き
る

こ
と
が
農
業
の
い
い
と
こ
ろ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
は
足
立
区
認
定
農
業
者
に
認
定
さ

れ
、
平
成
19
年
度
に
東
京
都
農
業
会
議
の
「
第
27

回
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業
」
に
お
い
て
、
東
京
都

知
事
賞
と
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
品
評
会
で
も
農
林
水
産
大

臣
賞
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
京
都
知
事
賞
、
足
立

区
長
賞
な
ど
を
数
多
く
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
は
東
京
都
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
・
暖
房
設
備
・
養
液
土
耕
栽
培

設
備
・
静
電
噴
霧
器
等
の

施
設
を
整
備
し
、
普
及
指

導
員
と
し
て
の
経
験
を
活

か
し
て
、
作
付
時
期
を
一

部
前
倒
し
し
収
穫
時
期
を

早
め
る
こ
と
で
年
間
を
通

じ
て
安
定
し
た
収
穫
を
行

い
、
収
益
の
増
加
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
地
区
青
壮
年

部
の
総
会
に
お
い
て
、
誠
一
さ
ん
は
部
長
を
退
任

さ
れ
て
顧
問
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
青
壮

年
部
の
本
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
あ

だ
ち
都
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
」
の
委

員
を
務
め
、
足
立
区
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
公
私
共
に

多
忙
で
ご
自
身
が
不
在
に
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、

自
分
が
関
与
し
な
く
て
も
家
族
に
負
担
の
少
な
い

農
業
経
営
を
日
々
模
索
し
て
い
る
、
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
仕
事
と
休
日
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

体
制
を
構
築
し
、
農
業
の
形
態
が
変
わ
っ
て
も
地

域
と
共
存
を
図
り
、
農
地
の
保
全
に
力
を
注
ぎ
た
い
、

と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
農
業
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
後
輩
の
育
成
や
仲
間
た
ち
に
と

っ
て
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。　
　

（
編
集
：
寳
谷　

実
）

認
定
農
業
者
紹
介

直売所に並ぶ新鮮な野菜の数々

青木誠一さん
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Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
が
運
営
す
る
農
産
物
直
売

所
「
あ
だ
ち
菜
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
２
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
６
月
22
日
（
土
）
に
Ｊ
Ａ

東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
に
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
即
売

会
で
は
新
鮮
な
区
内
産
野
菜
や
花
卉
を
求
め
て
約

500
名
が
来
場
し
ま
し
た
。
整
理
券
も
配
布
さ
れ
、

番
号
が
呼
ば
れ
る
前
に
、
販
売
さ
れ
て
い
る
品
物

を
遠
く
か
ら
見
な
が
ら
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
る

来
場
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
で

は
、
足
立
区
特
産
の
新
鮮
な
コ
マ
ツ
ナ
を
使
用
し

た
「
あ
だ
ち
菜
う
ど
ん
」
の
試
食
、
友
好
都
市
で

あ
る
栃
木
県
鹿
沼
市
と
新
潟
県
魚
沼
市
の
物
産
展

等
も
開
催
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
Ｊ
Ａ

ふ
れ
あ
い
祭
り
、
そ
し

て
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル

主
催
・
区
後
援
に
よ
る

「
第
51
回
足
立
区
農
産

物
共
進
会
」
が
同
時
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
共
進

会
で
は
、
農
産
物
の
品

質
向
上
等
を
目
的
と
し

て
、
区
内
農
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
競
い
合

い
ま
す
。
今
年
も
丁
寧
に
栽
培
さ
れ
た
野
菜
類
143

点
、
色
鮮
や
か
な
花
卉
類
39
点
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
者
の
方
々
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
艶

や
か
で
綺
麗
に
形
の
揃
っ
た
農
産
物
が
並
ぶ
様
子

は
、
目
に
鮮
や
か
で
素
晴
ら
し
い
光
景
で
し
た
。

　

共
進
会
で
の
審
査
の
結
果
、
上
位
入
賞
者
は
次

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）
日
々
草

東
京
都
知
事
賞

　
　

木　

島　

正　

喜
（
栗
原
）　

ム
ラ
メ

足
立
区
長
賞

　
　

新　

井　

祥　

太
（
皿
沼
）　

コ
マ
ツ
ナ

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　

鹿　

濱　

雅　

友
（
鹿
浜
）　

ツ
ル
ナ

　※

あ
だ
ち
菜
の
郷
の
営
業
日
は
月
・
水
・
金
・
土

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
売
切
れ
次
第

終
了
で
す
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
業
）
。

　

５
月
29
日
（
水
）
、
区
内

農
業
者
の
宇
佐
美
一
彦
さ

ん
の
圃
場
横
（
神
明
南
）

に
て
、
区
内
初
と
な
る
農

産
物
の
移
動
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足

立
支
店
の
農
産
物
直
売
所

「
あ
だ
ち
菜
の
郷
」
ま
で
足
を
運
べ
な
い
区
民
の

方
々
か
ら
の
「
区
内
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
購
入
し

た
い
！
」
と
い
う
声
に
応
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
東
京

ス
マ
イ
ル
が
移
動
販
売
車
を
導
入
し
、
足
立
直
売

部
会
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
し
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
後
２
時
か
ら
の
販
売
を
前
に
30
名

以
上
が
列
を
つ
く
り
、
販
売
開
始
と
同
時
に
エ
ダ

マ
メ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た
旬
の
野
菜
が
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
、
約
30

分
で
ほ
ぼ
完
売
と
な
る

な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

移
動
販
売
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
東
京

ス
マ
イ
ル
営
農
指
導
課

（
５
６
８
０
ー
８
９
５
３
）

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
直
売
部
会
に
よ
る

農
産
物
の
移
動
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た

あ
だ
ち
菜
の
郷
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
・

第
51
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会



−6−

「
第
48
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会
」
が
３
月
13

日
（
水
）
～
14
日
（
木
）
区
役
所
中
央
館
１
階
区
民
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
品
評
展
示
会
で
は
、
区
の
花
で
も
あ
る

『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
』
も
多
数
出
品
さ
れ
、
展
示
会

場
は
65
点
の
色
と
り
ど
り
の
花
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

●
優
秀
賞
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

並　

木　

秀　

郎
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ン
セ
ン
カ　

Ｍ
ｉ
ｘ

●
優
良
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

西　

山　
　
　

勇
（
江
北
）

　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

ホ
ワ
イ
ト
フ
ラ
ッ
グ

　

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）

　
　

ム
ル
チ
コ
ー
レ　

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
イ
エ
ロ
ー

　

増　

田　

久　

助
（
西
保
木
間
）

　
　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

ス
ト
ロ
ン
グ
Ｇ

　

西　

山　

裕　

美
（
江
北
）

　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

プ
リ
テ
ィ
ウ
ー
マ
ン

「
第
55
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
」
が
６
月
13

日
（
木
）
～
14
日
（
金
）
区
役
所
中
央
館
１
階
区
民
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

●
特
等
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
東
京
都
知
事
賞

　
　

西　

山　
　
　

勇
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菊　

か
ん
ぱ
い

　
足
立
区
長
賞

　
　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　

ル
ド
ベ
キ
ア　

プ
レ
ー
リ
ー
サ
ン

●
一
等
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
足
立
区
議
会
議
長
賞

　
　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ

　
足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）

　
　
　

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア　

ナ
ナ
デ
ィ
ー
ブ
ル
ー

　
J
A
東
京
ス
マ
イ
ル
組
合
長
賞

　
　

横　

井　

浅　

雄
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菊　

ヤ
ヨ
イ

　
東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
会
長
賞

　
　

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ゲ
ロ
ニ
ア　

Ｍ
ｉ
ｘ

　
東
京
都
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菊　

か
ん
ざ
し

　
足
立
区
観
光
交
流
協
会
会
長
賞

　
　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　

ベ
コ
ニ
ア
セ
ン
パ
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
プ
リ
ン
ト
プ
ラ
ス
Ｍ
ｉ
ｘ

　
J
A
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
長
賞

　
　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
菊　

サ
マ
ー
イ
エ
ロ
ー

　

さ
ら
に
、
２
等
賞
８
点
、
３
等
賞
12
点
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
目
の
６
月
14
日
（
金
）
に
は
、
Ｊ
Ａ

東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
に
よ
る
、
展
示
品

の
チ
ャ
リ
ィ
テ
ィ
販
売
が
行
わ
れ
、
多
数
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

売
上
金
の
一
部
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

第
55
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
48
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
48
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
55
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

←ルドベキア
　プレーリーサン

葉の着生も均等で、

品種特性が良く表現

されている逸品。

黄色、橙色の 2品種が鮮

やかで、開花株も揃い、

ボリュームの有る秀品。

小菊　かんぱい→

開花状態と草丈が

そろっている技術

力の高い作品。
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６
月
３
日
（
月
）
に
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
受
講
生
は
10

名
で
す
。
全
12
回
の
講
座
を
通
じ
、
ト
マ
ト
の
芽

か
き
、
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
、
キ
ク
の
出
荷
作
業
、

農
薬
使
用
の
実
習
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
農
作
業
へ
の
意

欲
は
高
く
、
仕
事
ぶ
り
は
大
変
好
評
で
、
派
遣
依

頼
数
は
毎
年
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

時
期
に
よ
っ
て
は
、
派
遣
の
ご
依
頼
に
お
答
え
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

過
去
10
年
間
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
実
績

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
仕
事
内
容
：
農
作
業
全
般
の
補
助
（
片
付
け
、

芽
か
き
、
定
植
、
収
穫
、
袋
詰
め
、
剪
定
な
ど
）

●
派
遣
時
間
：
お
お
む
ね
３
時
間
（
休
憩
含
む
）

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
農
業
者
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
随
時
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
業
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

６
月
28
日
（
金
）
に
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支

店
に
て
、「
足
立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ
ブ
理
事
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
今
年
度

の
事
業
計
画
及
び
来
年
度
開
催
予
定
の
総
会
に
向

け
て
の
議
題
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
19
日
（
土
）
都
市
農
業
公
園
で
の
「
秋
の
収
穫

祭
」
及
び
11
月
30

日
（
土
）
元
渕
江
公
園
で
の
「
光

の
祭
典
」
に
お
い
て
、
農
産
物
の
即
売
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
即
売
会
へ
の
出
品
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
農
産
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
134
・
137
を
定
期
的
に
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
区
内
産
の
野
菜
に
つ
い
て
、
都
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
検
査
〔
令
和
元
年

５
月
16
日　

ダ
イ
コ
ン
（
露
地
栽
培
）〕
の
結
果
、

セ
シ
ウ
ム
134
・
137
ど
ち
ら
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

※

農
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
は
、
セ

シ
ウ
ム
134
・
137
の
合
計
が
100　

／
Kg
以
下
で
す
。

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
・

　
　

足
立
地
区
青
壮
年
部

立
毛
品
評
会　

農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
状
況

平成 21 年度

平成 22 年度

平成 23 年度

平成 24 年度

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

平成 28 年度

平成 29 年度

平成 30 年度

319

331

351

418

549

736

822

924

992

1,090

1,199

1,001

1,008

1,271

1,749

2,131

2,463

2,844

3,158

3,233

年　度
延べ派遣日数
（日）

延べ派遣人数
（人）

【
第
22
回
夏
花
立
毛
品
評
会
】　
　
　

（
敬
称
略
）

特
等
賞
　
足
立
区
長
賞

　
　
　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菊　

ま
な
び

【
第
90
回
青
壮
年
部
立
毛
品
評
会
】　

（
敬
称
略
）

一
等
賞

　
　
　

横　

井　

善　

彦
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
ト
マ
ト　

ア
イ
コ
（
赤
）

足
立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ
ブ
の

　
　
　

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　今年もたくさんの児童や園

児が、協力農業者の圃場にて、

野菜の収穫等の農業体験学習

を行っています。

　昨年度の農業体験学習事業

の実績は下記のとおりです。

ご協力いただいた農業者の皆

様、ありがとうございました。

【協 力 農 業 者】８農業者

【体験校・園等】63校（園）

【児童・園児等】延6,136名

～農業体験学習事業～
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農
地
の
持
つ
防
災
や
環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
よ
り
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
配
慮
し
た
基
盤
整
備
に
よ
り
、
貴
重
な
都
市
農

地
の
保
全
を
図
る
事
業
で
す
。

　

市
街
化
区
域
に
お
い
て
、
農
家
所
有
の
宅
地
等
を

農
地
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
、
積
極

的
に
農
地
の
創
出
を
図
る
こ
と
で
、
農
地
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
将
来
に
渡
っ
て
引
き
続
き

農
業
経
営
を
継
続
す
る
計
画
が
あ
り
、
区
内
に
農

地
を
お
持
ち
の
農
業
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

多
く
の
認
定
農
業
者
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ

い
た
「
都
市
農
業
活
性
化
支
援
事
業
」
は
、
受
付

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
者
が
５
年
間
の

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
計
画
に
基

づ
い
て
各
自
が
設
定
し
た
農
業
経
営
に
お
け
る
目

標
の
達
成
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
都
や
区

の
認
定
農
業
者
を
対
象
と
し
た
補
助
事
業
を
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
都
、
東
京
都
農
業
会
議
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
組

織
す
る
「
相
談
支
援
チ
ー
ム
」
が
計
画
作
成
の
手

助
け
や
目
標
達
成
の
た
め
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

足
立
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
31
経
営
体
が
認
定

農
業
者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
平
成
27
年
度
に
認
定
さ
れ
た
19
経
営
体
は
、
来

年
度
に
認
定
期
間
の
満
了
を
迎
え
ま
す
。
区
と
し

て
は
こ
の
19
経
営
体
す
べ
て
が
再
認
定
を
受
け
、

ま
た
意
欲
あ
る
農
業
者
が
新
規
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

区
と
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
認
定
農
業
者

の
認
定
や
農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
達
成
へ
の
支

援
、
家
族
経
営
協
定
締
結
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
認
定
農
業
者
に
な
り
た
い
」
、
「
認
定
農
業
者
制

度
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
う
農
業
者
の
方
は
、

農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
般
、
初
め
て
広
報
委
員
と
し
て
青
木
さ
ん
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
知
識
と

話
題
を
お
持
ち
で
、
私
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
大

変
興
味
深
い
ご
回
答
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
方
、
自
分
な
り
に
理
解
し
て
も
、
文
章
に

す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
、

農
地
も
減
少
す
る
中
、
新
技
術
の
導
入
や
創
意
工

夫
し
て
経
営
改
善
を
図
る
、
意
欲
的
な
農
業
者
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
担
当
し
た
こ
と
は
人
事
を
尽
く
し
て
、

農
業
委
員
と
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
一
歩

一
歩
成
長
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
寳
谷　

実
）

﹇
編
集
後
記
﹈

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
感
想
や
今
後
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
（
３
８
８
０
）
５
８
６
６<

直
通>

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

□
東
京
都
補
助
事
業
の
ご
案
内
□

○
認
定
農
業
者
を
応
援
し
ま
す
！
○

【補 助 率】

事業費の３／４以内

【募集予定】

令和２年４月頃
(翌令和３年度施工分)

【内　　容】

・防災兼用農業用井戸
・土留め
・フェンス
・簡易直売所
・防薬シャッター
上記の整備等が可能。

【補 助 率】

事業費の１／２以内

【募集予定】

令和２年４月頃
(翌令和３年度施工分)

【内　　容】

・建築物等解体処分費用
　の一部、除礫、深耕、
　客土等、農地利用に必
　要な整備等が可能。
・最低限１a 以上
・整備後、８年間以上営
　農すること。
・生産緑地指定が前提

「
農
地
の
創
出
支
援
事
業
」

「
都
市
農
地
保
全
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」


